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おめでとうございます

平成２４年度人権作品最優秀賞

　市では毎年、人権週間にちなんだ作品を
子どもたちから募集しています。その中か
ら最優秀賞に選ばれた作品を紹介します。
３月号では中学生の作文を紹介します。

観音寺南小学校３年　増田　聖琉さん

大野原小学校６年
池田　千晴さん

大野原中学校３年
合田　祐里さん

豊浜小学校３年
近藤　花さん

中部中学校３年
村田　眞規子さん

最優秀人権作文 小学生の部

まさや君、ぼくもいるよ

　ぼ
く
の
学
級
に
は
、

車
い
す
の
友
だ
ち
が
い

ま
す
。
二
年
生
の
二
学

期
か
ら
車
い
す
を
使
っ

て
い
ま
す
。
名
前
は
ま
さ
や
君

で
、
ぼ
く
は
、
三
年
か
ら
同
じ

学
級
に
な
り
ま
し
た
。

　ぼ
く
は
、
車
い
す
の
ま
さ
や

君
を
初
め
て
見
た
と
き
足
の
ほ

ね
が
折
れ
た
ん
だ
な
、
い
た
そ

う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

に
、
ぼ
く
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

外
で
ボ
ー
ル
遊
び
も
で
き
な
い

し
、
ト
イ
レ
や
階
だ
ん
だ
っ
て

一
人
で
は
不
自
由
そ
う
な
の
で

心
配
で
し
た
。

　ぼ
く
の
学
級
に
は
、
三
年
生

に
な
っ
て
か
ら
ず
っ
と
ま
さ
や

君
の
そ
ば
に
た
い
し
ん
君
と
こ

う
た
君
が
い
ま
す
。
二
人
は
、

休
み
時
間
に
車
い
す
を
お
し
て

ま
さ
や
君
を
ト
イ
レ
ま
で
つ
れ

て
い
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
や
君

の
車
い
す
お
し
は
、
た
い
し
ん

君
と
こ
う
た
君
が
一
番
で
す
。

　ぼ
く
だ
っ
た
ら
休
み
時
間
は
、

友
だ
ち
と
遊
び
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
な
の
に
、
二
人
は
い

つ
で
も
車
い
す
を
お
し
て
い
ま

す
。
ぼ
く
も
二
人
と
い
っ
し
ょ

に
ま
さ
や
君
の
車
い
す
を
お
す

の
を
手
伝
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
れ
か
ら
、
朝
れ
い
や

音
楽
室
に
行
く
時
車
い
す
を
お

し
て
い
ま
す
。
が
た
が
た
し
な

い
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。
車
い
す
お
し
は
今
、
た
い

し
ん
君
と
こ
う
た
君
が
一
番
だ

か
ら
、
ぼ
く
は
、
二
番
に
な
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　そ
ん
な
あ
る
日
、
帰
り
の
会

で
ま
さ
や
君
が
す
て
き
な
友
だ

ち
と
し
て
ぼ
く
の
こ
と
を
発
表

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

今
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
が
な
い

う
れ
し
さ
で
心
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。

　ぼ
く
は
、
は
じ
め
ま
さ
や
君

が
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
い
っ
し
ょ
に
い
る

う
ち
に
ほ
か
の
友
だ
ち
へ
の
気

持
ち
と
同
じ
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
き
っ
と
ま
さ
や
君
が

ぼ
く
た
ち
の
な
か
ま
だ
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　ぼ
く
は
、
車
い
す
を
通
じ
て

な
か
ま
の
大
切
さ
に
気
づ
き
ま

し
た
。
助
け
合
い
、
さ
さ
え
合

う
こ
と
を
ふ
通
に
で
き
る
の
が

な
か
ま
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
ま
さ
や
君
を
は
じ
め

大
切
な
な
か
ま
た
ち
と
い
っ
し

ょ
に
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　

 

　（
原
文
ど
お
り
）

最 優 秀 人 権 ポ ス タ ー最 優 秀 人 権 書 写
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大野原支所

教育長室

建 築 課

教
育
総
務
課

建

　
　
設

　
　
課

豊

　
浜

　
支

　
所

教育委員会
大野原分室
大野原中央
公民館

農業委員会
事務局

市民
スポーツ課

学校
教育課

農林水産課
ＥＶ

ＥＶ

トイレ

トイレ

ト
イ
レ

入 口

入 口

郵
便
局

教育委員会豊浜分室
豊浜中央公民館

　新庁舎の建設に伴い、現在市民会館で業務を行って

いる課が、大野原支所と豊浜支所に移転します。

○各課の業務は、平成２７年度の新庁舎完成まで支所で

行います。

○詳しくは各課に問い合わせてください。

○３月２５日（月）以降は、各課の電話番号が変わります。

新しい電話番号は、広報かんおんじ３月号でお知ら

せします。

課　　名 現在 → ３／２５（月）以降

農林水産課
☎２３−３９３１ 市民会館

２階 →
大野原支所

１階農業委員会事務局
☎２３−３９４８

教育総務課
☎２３−３９３７

市民会館
１階 →

大野原支所
２階

学校教育課
☎２３−３９３８

市民スポーツ課
☎２３−３９４１

建設課
☎２３−３９３５ 市民会館

１階 →
豊浜支所

１階建築課
☎２３−３９４２

市民会館内の各課が
大野原支所、豊浜支所に移転します

３月２５日（月）
から

大野原支所
１階

豊浜支所１階

２階

　今
回
は
、
ま
ち
を
創
造
す
る

仕
組
み
の
２
つ
の
論
点
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。
他
市
の
条
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
市
で

は
ど
の
よ
う
な
条
文
が
適
切
か

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

②
行
政
情
報
等
を
知
る
権
利

　市
民
が
、
自
ら
考
え
行
動
す

る
た
め
に
は
、
行
政
や
議
会
の

情
報
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
れ
は
市
民
に
と

っ
て
の
権
利
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
権
利
は
、
市
民
が

主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
か
か

わ
る
た
め
の
基
礎
的
な
権
利
で

あ
る
、
と
定
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

（
市
民
の
権
利
）

第
○
条

　市
民
は
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
し
て
、
市
議
会
、
市
の

保
有
す
る
情
報
を
知
る
権
利
を

有
す
る
。

③
個
人
情
報
の
保
護

　ま
ち
づ
く
り
を
行
う
上
で
は
、

情
報
の
共
有
や
情
報
の
公
開
が

必
要
で
す
が
、
そ
の
前
提
に
、

個
人
情
報
の
保
護
が
原
則
と
し

て
存
在
し
ま
す
。

　個
人
情
報
の
保
護
は
、
行
政

の
責
務
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
市
民
や
議
会
、

市
民
団
体
等
に
お
い
て
も
配
慮

す
べ
き
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
個
人
情
報
保
護
条
例

の
制
定
を
定
め
て
い
る
条
例
も

あ
り
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
保
護
）

第
○
条

　市
民
、
市
議
会
、
市

は
、
個
人
の
権
利
と
利
益
が
侵

害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

個
人
情
報
を
保
護
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

　前
項
に
規
定
す
る
個
人
情

報
の
保
護
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
。

　次
回
は
、
④
説
明
責
任
と
⑤

評
価
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
む
け
て
⑪

～
ま
ち
を
創
造
す
る
仕
組
み
～

企
画
課

　☎
２３
ー
３
９
１
７
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あなたの命 守れますか？

台所

居間

できていますか？

３月から 津波警報が変わります

家具の転倒防止対策
　阪神・淡路大震災における震度７の地域では、住宅の全半壊
を免れたにもかかわらず、全体の約６割の部屋で家具が転倒、
散乱しました。家具の下敷きになって亡くなった人やけがをし
た人も多く、避難経路をふさがれた例もありました。
　昨年、内閣府から公表された南海トラフの巨大地震による震
度予測では、最も陸側に震源を想定した場合、市内全域で震度
６弱以上の揺れが予測されています。
　いざという時に備え、あらかじめ家具等の転倒防止対策をし
ておくことが、あなたや大切な家族の身を守ります。

　気象庁では、３月７日から津波警報の運用が改善されます。巨大地
震の発生により東日本大震災級の津波を予想した場合、大津波警報に

「巨大」という言葉を用いて、非常事態であることを伝えます。

　津波による災害の発生が予想される場合、地
震発生後、約３分で大津波警報、津波警報また
は津波注意報を発表します。その後「予想され
る津波の高さ」「津波の到達予想時刻」などを
発表します。
　巨大地震の場合は、正しい地震の規模をすぐ
には把握できないため、最初の大津波警報また
は津波警報では、予想される津波の高さを「巨
大」や「高い」という言葉で表現します。
　正確な地震の規模が分かったら、予想される
津波の高さを「１ｍ、３ｍ、５ｍ、１０ｍ、１０ｍ超」
の５段階で発表します。

　津波に関する警報で「巨大」という言葉を見
聞きした場合は、直ちに高台等へ避難すること
が重要です。また、海岸付近で「強い揺れ」や

「長くゆっくりとした揺れ」を感じた場合も、直
ちに安全な場所へ避難しましょう。素早い避難
があなたの命を守ります。

　新しい津波警報などの詳細は、気象庁ホーム
ページを確認してください。

問い合わせ先　高松地方気象台防災業務課
　　　　　　　☎０８７−８６７−６１１４

○窓や食器棚などのガラスの飛散防止
○照明器具などの落下防止
○ビンなどの落下防止
○テレビ、冷蔵庫、電子レンジなどの家電

製品の転倒・落下防止
○防炎カーテンの使用
　　　　　（東京都防災ホームページより）

家の中を見回すと、地震
のときに危険なのは家具
だけではありません。
図を参考に早速対策を！

危機管理課　☎２３−３９４０

ポール式器具

ベルト式器具

家具転倒防止器具

開き扉ストッパー

開き扉ストッパー

家具連結器具

家具転倒防止器具

チェーン式器具ストッパー式器具

ビン類落下防止

防炎カーテン

つり下げ式
照明器具の補強

ガラス飛散
防止フィルム
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商工観光課
☎２３−３９３３

　瀬戸内国際芸術祭は、瀬戸内の島々全体が美術館のようで、各作品や施設ご

とに鑑賞料が必要です。多くの作品を楽しみたい人は、鑑賞パスポートの購入

がおすすめ。パスポートを提示すると、芸術祭の作品と関連施設を、開催期間

内に１作品１回ずつ鑑賞できます。

○１枚につき１人のみ有効　　　○一部の施設は別途入館料が必要（割引あり）

○中学生以下は無料

○伊吹島在住の人や香川・岡山県内の高校生には優遇措置があります

○県外高校生の料金は問い合わせてください

○夏シーズン券の前売りは４月２２日から、秋シーズン券の前売りは９月２日から

　（夏・秋ともに前売りは４，０００円、当日は４，５００円）

○店頭販売／県庁生協、高松市役所生協など

○右記コンビニエンスストアの端末機械から／ローソン、ファミリーマート、サークルＫサンクス

○ウェブサイト／チケットぴあ、ローソンチケット、ＪＴＢエンタメチケット

浮き作りのワークショップを開催します。

あなたが作る「浮き」が芸術祭の作品になります！

日　時：２月１０日（日）午後１時３０分～午後３時３０分

場　所：共同福祉施設（市役所本庁舎と市民会館の間）２階軽運動室

講　師：豊福亮さん（千葉美術予備校校長）

持ち物：はさみ、カッター（材料は準備しています）

注　意：はさみなどの刃物を使用するため、小さいお子さんは保護者

が一緒に作業してください。

次回は、伊吹島で活動するアーティス

トを紹介します。

　浮きを使った作品を制作する豊福さ

んのほかにも、さまざまな芸術家が伊

吹島で活動することが決まっています。

市ホームページでも紹介しています。

トップページのここをクリック

瀬戸内国際芸術祭チケットセンター　☎０８７−８１１−７９２１

○高松港周辺、直島、豊島、女木島、男木島、小豆島、大島、犬島、宇野港周辺はすべての会期で開催

種　　類 前 売 り 当　　日

３シーズン券（春・夏・秋の全作品と関連施設が鑑賞可能） ５，０００円

春シーズン券（春会期の作品と関連施設が鑑賞可能） ３，５００円 ４，５００円

春：３月２０日（春分の日）～４月２１日（日） 沙弥島（坂出市）

夏：７月２０日（土）～９月１日（日） 伊吹島（観音寺市）

秋：１０月５日（土）～１１月４日（月） 本島（丸亀市）、高見島（多度津町）、粟島（三豊市）

開催期間（瀬戸内国際芸術祭２０１３の会期）

①たくさん作品を見るならパスポートがお得
　　　「作品鑑賞パスポート（引換券）を販売中」

②みんながアーティスト
　　「共同福祉施設で浮き作りワークショップ」

料金

販売窓口

パスポートの問い合わせ

①土台の発砲スチロールを削る
②ビニールテープを巻く

作り方はとっても簡単で
　　　　色やデザインは自由

「浮き」の作り方

　現在販売しているのは

パスポートの引換券です。

開催期間内に、各会場の

案内所などでパスポート

と引き換えてください。

芸術祭通信
　　　vol.9
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　税
制
改
正
な
ど
に
よ
り
申
告

件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
会
場
が
混
雑
し
、
待
ち

時
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
受
け
付
け
を
す
る

た
め
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○

事
業
所
得
（
農
業
や
営
業
な

ど
）
や
不
動
産
所
得
な
ど
、

収
支
計
算
（
売
上
か
ら
必
要

経
費
を
差
し
引
き
、
所
得
を

算
出
）
が
必
要
な
人
は
、
必

ず
事
前
に
収
支
内
訳
書
を
完

成
さ
せ
て
か
ら
来
場
し
て
く

だ
さ
い
。

○
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け

る
人
は
事
前
に
控
除
適
用
額

を
計
算
し
て
、
来
場
し
て
く

だ
さ
い
。

○
収
支
計
算
や
医
療
費
控
除
な

ど
の
計
算
が
難
し
い
人
は
、

事
前
に
税
務
署
や
市
税
務
課
、

税
理
士
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

○
所
得
税
の
申
告
が
不
要
で
も
、

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　税
務
署
や
市
税
務
課
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○

申
告
の
詳
し
い
内
容
は
「
広

報
か
ん
お
ん
じ
１
月
号
」
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意 市民税・県民税

国民健康保険税等
　　　 　　の申告

問い合わせ先　税務課市民税係　☎２３−３９２２
　　　　　　　観 音 寺 税 務 署　☎２５−２１９１

平成２５年（平成２４年分）納税相談日程表

受　付　日 受 付 会 場
申告受付地区

午前（９：００～１２：００） 午後（１３：００～１６：００）

２月１４日（木）市民会館中ホ−ル 観音寺地区で年金以外に所得がない人

１５日（金）
豊浜

中央公民館
２階講堂

（旧文化会館）

大野原・豊浜地区で年金以外に所得がない人

１８日（月） 本町、中之町 上田井、東町、港町、南

１９日（火） 東浜、須賀　 北原、五軒屋、岡、直場、道溝、林

２０日（水）
長谷、雲岡、野々池、大坪、院内、梶谷、
本村、大平木、道溝東、苗手

関谷、堀切、西原、箕浦

２１日（木）

大野原
中央公民館
３階講義室

海老済、有木、田野々 内野々、井関

２２日（金） 高尾、大造、大福、大道、上中、下中 中村、早本、道上、笠松、寺家

２５日（月） 高松、上杉林、下杉林、辻
西の後、八兵、大鞘、大鞘西団地、
宮之下、下木屋

２６日（火）
残水、植松、岡之塔、下林、ひうち、
雇用促進

十三塚、林

２７日（水） 屋敷、瀬後、豆塚、雉子原 四軒屋、白坂、石砂

２８日（木） 池之内、福田原、丸井南 西丸井、丸井北、青岡

３月　１日（金） 赤岡、東村 中央、安井

４日（月） 花稲北、本村 中林、先林

５日（火）

市民会館
中ホ−ル

原町、柞田町（中出、上出）　 柞田町（黒渕、下出）　　

６日（水） 柞田町（八丁、山王、下野、北岡、玉田） 柞田町（大畑、油井、山田）　

７日（木）
粟井町（上野、奥谷、宮下団地）、
木之郷町

粟井町（出晴、信末、本庄、常次、竹成）

８日（金） 吉岡町、本大町　　 中田井町、古川町

９日（土） 伊吹支所 伊吹町全域 伊吹町全域

１１日（月）

市民会館
中ホ−ル

室本町、高屋町（西上、西下）
高屋町（岡西、岡東、明上、明下、
高屋団地）

１２日（火）
茂木町、茂西町、上市、川原、有明町、
八幡町、天神町

坂本町、幸町、明星、殿、中央、柳、
青柳、三架橋、駅通、栄町、昭和町、
七間橋、中洲、中新、若宮、春日、大和、
上若

１３日（水）
南町、港町、西本町、蛭子、琴浪町、
瀬戸町、三本松町

植田町

１４日（木） 流岡町 村黒町、出作町

１５日（金） 新田町　 池之尻町
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−

生
命
保
険
料
控
除
の
改
正

−

　平
成
２５
年
度
の
市
民
税
・
県

民
税
か
ら
（
所
得
税
は
平
成
２４

年
分
か
ら
）、
生
命
保
険
料
控
除

が
改
正
さ
れ
ま
す
。
従
来
の
一

般
生
命
保
険
・
個
人
年
金
保
険

料
控
除
に
加
え
て
介
護
医
療
保

険
料
控
除
が
新
設
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
控
除
限
度
額
と
計
算
方

法
が
変
わ
り
ま
す
。

注
意　詳

し
く
は
「
広
報
か
ん
お
ん

じ
１２
月
号
」
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

　市
で
は
、
納
税
者
の
申
告
手

続
き
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

平
成
２３
年
１２
月
か
ら
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）

を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
市
税
の
申
告
等
に
つ
い

て
受
け
付
け
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

利
用
で
き
る
手
続
き

○

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

○

法
人
市
民
税
申
告
書
の
提
出

○

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出

注
意　個

人
の
市
民
税
・
県
民
税
の

申
告
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 h
ttp

://w
w

w
.e

lta
x
.jp

/

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　☎
０
５
７
０

−

０
８
１
４
５
９

　ｅ

−

Ｔ
Ａ
Ｘ
（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用

す
る
と
、
国
税
に
関
す
る
各
種

手
続
き
が
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス

な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。　詳

し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
近
く
の
税
務
署
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　４
月
１
日
（
月
）
が
申
告
・
納

付
の
期
限
で
す
。
申
告
に
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
画
面

の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入

力
す
れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自
動

計
算
さ
れ
、
確
定
申
告
書
が
作

成
で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　観
音
寺
税
務
署

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
１
９
１

平
成
２５
年
度
の
市
民
税
・
県
民

税
の
主
な
改
正
点

忘れていませんか？
定住促進住宅取得等
　　　　　助成金の申請

市
税
の
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス

国
税
の
申
告
はｅイ
ー

−

Ｔタ
ッ
ク
ス
Ａ
Ｘ
を

　
　
　
　
利
用
し
て
く
だ
さ
い

個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
の
申
告
と
納

税
は
正
し
く
早
め
に

　市外から本市への定住を促進し、地域を活性

化させるため、次の２つの定住促進住宅取得等

助成金制度があります。

①Ｉターン者住宅新築等助成金
対象者

○本人および世帯員全員が、初めて本市の住民

基本台帳に記載される人

○平成２３年４月１日から平成２６年３月３１日まで

の期間に住宅建築に係る工事を契約し、住宅

建築に係る工事契約後から平成２７年１月１日

までに新たに転入して居住する人

　または、平成２３年４月１日以後に住宅を購入

し、平成２６年３月３１日までに新たに転入して

居住する人

助成金額

　居住することを目的に新たに住宅を建築また

は購入するための経費の５％に相当する金額。

ただし、土地購入に係る経費は除く。

（上限５０万円）

②住宅あっせん等助成金
対象者

　①の対象者に対し、住宅または住宅建築のた

めに取得する宅地を売却または媒介した、宅地

建物取引業法（昭和２７年法律第１７６号）第３条第

１項の免許を受けて宅地建物取引業を営むもの

助成金額

　１件につき５万円

　（１あっせん業者につき年間１０件が上限）

　詳しい内容の確認や申請書等のダウンロードは、

市ホームページでもできます。

問い合わせ先
　企画課　☎２３−３９１７
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

常 任 委 員 会

総

　

務

委 員 長 篠 原 重 寿

副委員長 安 藤 康 次

委 員 大 賀 正 三

〃 大久保隆敏

〃 原 　 俊 博

〃 大 矢 一 夫

〃 井 上 浩 司

〃 大 平 直 昭

建

設

経

済

委 員 長 立 石 隆 男

副委員長 伊 丹 準 二

委 員 岡 田 正 德

〃 中 村 保 男

〃 森 谷 政 義

〃 楠 井 泰 功

〃 安 藤 忠 明

〃 五 味 伸 亮

文

教

民

生

委 員 長 西 山 正 勝

副委員長 詫 間 　 茂

委 員 秋 山 忠 敏

〃 高 橋 照 雄

〃 黒川健太郎

〃 安 藤 清 高

〃 石 山 秀 和

〃 友 枝 俊 陽

広

聴

広

報

委 員 長 石 山 秀 和

副委員長 五 味 伸 亮

委 員 楠 井 泰 功

〃 安 藤 清 高

〃 篠 原 重 寿

〃 井 上 浩 司

〃 大 平 直 昭

〃 詫 間 　 茂

平２４.１２.４選任

議 会 運 営 委 員 会
委 員 長 中 村 保 男
副委員長 五 味 伸 亮
委　　員 秋 山 忠 敏

〃 西 山 正 勝
〃 大 賀 正 三
〃 安 藤 忠 明
〃 篠 原 重 寿
〃 立 石 隆 男

平２４.１２.４選任

１２月定例会で
次のとおり委員の

任命などに同意しました
○ 教育委員会委員
　齋藤悦子　　木之郷町
○ 公平委員会委員
　平野　清　　大野原町
○ 人権擁護委員
　五味　勲　　高屋町
　三宅敬子　　琴浪町

１２月定例会の主な内容

４日招集・会期１７日間
一般会計補正予算など原案可決

　平成２４年度第４回定例会が１２月４日招集さ
れ、２０日までの１７日間の会期で開かれました。
　４日の招集日には、歳入・歳出予算の総額
に４億１，７１４万２千円を追加し総額を２５４億
９，５８８万７千円とする一般会計補正予算のほ
か特別会計などの補正予算５議案、専決処分
の承認など２０議案の計２５議案が提出され、市
長の提案理由の説明に続いて、委員会付託を
省略し即日採決の後同意された委員の任命・
選任など３議案を除く２２議案がそれぞれ所管
の委員会に付託されました。
　１０日・１１日の両日は、１２名の議員が一般質
問に立ち、それぞれ当局の考えをただしまし
た。
　１２日から１４日にかけて総務・建設経済・文
教民生などの各常任委員会が開催され、付託
された議案や陳情などを慎重に審査しました。
　最終日の２０日には、本会議において、各常
任委員長より付託された議案などの審査結果
が報告され、採決の結果すべての市長提出議
案を承認・可決・同意、陳情３件を継続審査、
１件を不採択と決定しました。
　続いて、市長より工事請負契約の締結など
３議案が追加上程され、直ちに総務常任委員
会に付託し、審査が行われました。本会議に
おいて委員長報告が行われ、採決によりすべ
て同意と決定しました。
　また、議員により、議会提出議案として議
会基本条例の一部改正など３議案が提出され
ましたが、これらもすべて可決と決定して本
会議を閉会としました。
　なお、審議結果は、１３ページ「審議した議
案等とその結果」のとおりです。

議
長
に
森
谷
政
義
氏

副
議
長
に
大
矢
一
夫
氏
を
選
出

　観
音
寺
市
で
は
、
本
年
を
多
様
化
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
の
社
会
基
盤
の
整

備
や
都
市
機
能
の
充
実
を
図
り
、「
将
来
に
わ
た
っ

て
輝
き
続
け
る
ま
ち
」
を
創
る
ス
タ
ー
ト
の
年
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　統
合
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
の
建
設
が
始

ま
り
、
新
庁
舎
、
新
市
民
会
館
の
建
設
計
画
な
ど

が
、
確
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
社
会

資
本
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
市
議
会
と
し
て
は

市
民
の
立
場
に
立
っ
て
執
行
部
と
十
分
に
議
論
し
、

真
に
市
民
の
望
む
施
設
と
な
る
よ
う
、
議
会
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　市
町
合
併
後
８
年
目
を
迎
え
、
市
議
会
も
新
観

音
寺
市
の
議
会
と
な
っ
て
２
期
目
の
最
終
年
と
な

り
ま
す
。
議
会
報
告
会
や
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通

じ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
わ
か
り
や
す
い
開
か
れ

た
市
議
会
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

議
長

森
谷

　政
義

副
議
長

大
矢

　一
夫
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

個人質問 一般質問項目表

●印については、質問と答弁の内容を本ページ以降に掲載しています。

　
　
　現
在
の
小
・
中
学
校
の

先
生
方
の
勤
務
状
況
は
多
忙
を

極
め
、
ほ
と
ん
ど
の
先
生
方
が

朝
７
時
ご
ろ
か
ら
夜
８
時
・
９

  質 

問
答
弁

と

個
人
質
問

詫

間　

茂

小
中
学
校
の
教
育
現
況
に
つ
い
て

質
問

（12月定例会）

時
ご
ろ
ま
で
仕
事
を
し
、
土
日

も
学
校
で
仕
事
を
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
国
で
定
め
ら

れ
て
い
る
教
諭
の
人
数
で
は
明

ら
か
に
人
員
不
足
で
あ
り
、
教

員
の
加
配
、
市
講
師
・
支
援
員

を
多
数
配
置
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。
先
生
方
が
本
来
の

仕
事
で
あ
る
授
業
、
部
活
動
に

集
中
し
、
生
徒
と
向
か
い
合
う

時
間
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　小
・
中
学
校
の
教
員
は

学
習
指
導
や
生
徒
指
導
、
生
活

指
導
に
、
ま
た
、
支
援
を
要
す

る
児
童
生
徒
へ
の
個
別
指
導
や

校
内
の
数
多
く
の
校
務
分
掌
・

事
務
作
業
に
多
く
の
時
間
を
費

や
し
て
い
る
。
市
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
教
育
活
動
の
充
実

の
た
め
に
加
配
教
員
の
増
員
要

請
、
市
講
師
、
支
援
員
の
配
置
、

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入
な

ど
、
多
面
的
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て

先
生
が
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
と

向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
い

じ
め
や
不
登

校
な
ど
に
も

対
処
し
た
い

と
思
っ
て
い

る
。

　
　
　白
川
市
長
は
観
音
寺
市

・
大
野
原
町
・
豊
浜
町
の
１
市

２
町
が
合
併
し
た
選
挙
で
初
代

の
市
長
と
し
て
当
選
さ
れ
、
次

の
選
挙
で
も
当
選
、
現
在
は
２

期
目
で
あ
る
。
市
長
は
来
年
の

市
長
選
挙
に
再
度
出
馬
さ
れ
る

の
か
ど
う
か
伺
う
。

　
　
　私
は
、
合
併
後
の
観
音

寺
市
長
と
し
て
２
期
目
を
迎
え

て
い
る
。
こ
の
間
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
、
元
気
都
市
観
音
寺
の
実
現

を
め
ざ
し
て
、
全
力
で
市
政
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ま
で

の
市
政
に
対
し
て
、
多
く
の
方

々
か
ら
の
ご
支
持
、
ご
声
援
を

い
た
だ
く
反
面
、
市
政
に
対
す

る
不
満
や
一
体
感
の
醸
成
の
不

十
分
さ
の
声
を
聞
く
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
声
に
対

応
す
る
た
め
に
も
、
市
長
と
し

て
市
民
に
対
し
て
、
市
の
施
策

や
取
り
組
み
を
十
分
に
説
明
す

る
責
務
が
あ
る
と
思
い
、
機
会

が
あ
る
ご
と
に
、
自
治
会
総
会

や
敬
老
会
な
ど
の
各
種
会
合
に

出
席
し
て
、
施
策
の
説
明
を
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
力

黒
川
健
太
郎

市
長
選
挙
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

詫 間　 茂
（民政クラブ）

・トライアスロンについて
●小・中学校の教育現況について
・運動公園の整備について

黒川健太郎
（民政クラブ）

●市長選挙について
・第２回瀬戸内国際芸術祭について

大 平 直 昭
（民政クラブ）

・自治基本条例について
●農業施策について
・自治会館の建設整備に対する補助金に

ついて

安 藤 康 次
（ 無 所 属 ） ●２０１３年度予算編成方針について

篠 原　 重 寿
（社会民主党）

●子育て支援について
・耐震対策について

井 上 浩 司
（民政クラブ）

・支所のあり方について
●農業政策について

安 藤 清 高
（日本共産党）

・来年度（２０１３年）予算編成の基本方
針について

●介護保険の認定について
・介護保険料・利用料の減免制度実施に

ついて
・介護手当の支給改善について
・自主防災組織への支援について
・ため池の防災対策について
・通学路危険箇所の改善について

石 山 秀 和
（公　明　党）

・税の滞納整理について
・介護保険制度の改善について
●観音寺版「ゆるキャラ」でまちおこし

について

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

●公共施設・道路について
・経済活性化について
・医療・福祉環境の向上について
・地域サロンについて

原　 俊 博
（市民フォーラム） ●２０１３年度予算編成方針について

安 藤 忠 明
（公　明　党） ●竜巻・落雷対策について

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

・ファミリープールの施設管理と運用に
ついて

●瀬戸内国際芸術祭と周辺地域の相互連
携について

・土曜日授業の導入提案について
・中央七間橋線の道路拡幅事業について

市民フォーラムのご案内

２月１５日（金）
　　午後６時３０分～午後８時３０分
市民会館中ホール

（エレベーターが利用できます）

第１部　基調講演
　　ＮＰＯ法人いのちの応援舎
　　　　理事長　山本　文子氏
　　「～いのち輝いて～」
第２部　パネルディスカッション

市民、保育現場の先生、園経営者、
市子育て関係部局からのパネリスト
による討論会

質疑応答
観音寺市議会
議会事務局　☎２３−３９１３

テーマ
安心して子どもを産み育てられる環境づくり

日 時

場 所

内 容

主 催

問合せ
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　農
業
公
社
の
設
立
に
つ

い
て
は
、
市
が
直
接
設
立
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
第
３
セ
ク

タ
ー
を
設
立
し
、
出
資
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。
す
で
に
農

業
公
社
と
同
じ
よ
う
な
農
業
法

人
・
集
落
営
農
と
い
っ
た
団
体

や
グ
ル
ー
プ
が
市
内
に
存
在
し

て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
団
体
や

グ
ル
ー
プ
は
独
自
に
活
動
を
し
、

農
地
の
集
約
や
大
型
農
業
機
械

の
導
入
で
、
地
域
農
業
の
中
心

的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
現

状
で
は
、
こ
う
い
っ
た
人
達
に

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
、
も
っ
と

多
く
の
農
業
法
人
な
ど
が
設
立

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　ま
た
、
農
地
を
農
地
と
し
て

保
全
管
理
し
て
い
く
に
は
、
国

・
県
の
圃
場
整
備
事
業
を
活
用

し
、
利
用
し
や
す
い
農
地
に
す

る
こ
と
が
、
費
用
対
効
果
か
ら

も
有
望
か
と
思
う
。

　
　
　介
護
保
険
は
、
高
齢
者

に
対
す
る
公
的
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
制
度
で
あ
る
。

憲
法
で
第
２５
条
が
定
め
ら
れ
て

事
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
実

施
す
る
計
画
で
あ
り
、
来
年
度

は
農
地
の
集
約
、
新
規
就
農
者

支
援
、
担
い
手
の
確
保
、
耕
作

放
棄
地
の
解
消
な
ど
に
重
点
を

お
い
た
農
業
施
策
を
考
え
て
い

る
。　

　
　
「
枠
配
分
方
式
」
を
採
用

す
る
中
で
、
物
件
費
、
補
助
費
、

投
資
的
経
費
5
％
削
減
の
具
体

的
な
考
え
方
。
国
に
よ
る
地
方

交
付
税
の
削
減
が
感
じ
取
ら
れ

る
中
、
投
資
的
経
費
な
ど
5
％

削
減
、
経
費
の
大
胆
な
縮
減
と

徹
底
し
た
歳
出
抑
制
の
予
算
編

成
で
は
市
政
運
営
が
硬
直
し
て

「
生
き
生
き
し
た
」
動
き
に
な
ら

な
い
、
5
％
を
超
え
る
金
額
の

自
主
財
源
の
確
保
・
確
立
策
を

早
急
に
立
案
す
べ
し
と
考
え
る
。

　
　
　歳
入
は
市
税
・
地
方
交

付
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

よ
っ
て
、
歳
出
に
お
い
て
は
、

す
べ
て
の
事
業
に
お
い
て
緊
急

性
、
必
要
性
を
再
点
検
し
、
物

件
費
、
補
助
費
な
ど
の
経
常
的

な
管
理
的
経
費
及
び
普
通
建
設

事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費
に
つ

い
て
は
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で

平
成
２４
年
度
当
初
予
算
額
の
９５

％
の
範
囲
内
で
見
積
る
。
自
主

財
源
の
確
保
策
は
、
市
税
や
使

用
料
な
ど
の
収
納
率
向
上
と
中

長
期
的
に
市
税
収
入
増
加
要
因

と
な
る
住
環
境
整
備
に
よ
る
転

入
・
定
住
策
や
産
業
振
興
、
活

性
化
策
を
推
進
し
、
住
み
や
す

く
魅
力
あ
る
本
市
の
実
現
に
向

け
た
予
算
編
成
に
取
り
組
み
た

い
。　

　
　①
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
環
境
整
備
を
図
る
た
め
の「
次

世
代
育
成
支
援
行
動
後
期
計
画
」

（
平
成
２２
～
２６
）
の
中
間
的
総
括

は
②
２
年
前
子
育
て
支
援
策
と

し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
へ
委
託

し
、
豊
浜
支
所
横
で
開
設
し
た

「
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
」
の
利
用
状

況
は
③
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
世
帯
が
一

時
的
な
子
ど
も
の
預
か
り
を
希

望
し
た
時
、
登
録
し
て
い
る
家

庭
が
預
か
る
シ
ス
テ
ム
）
は
県

内
８
市
の
内
６
市
が
す
で
に
実

施
し
て
い
る
。
わ
が
市
も
導
入

す
べ
き
で
は
。

　
　
　①
計
画
は
１４
の
施
策
目

標
で
取
り
組
み
を
進
め
、
国
や

県
の
制
度
と
関
連
す
る
分
野
は

連
携
を
図
る
。
目
的
達
成
の
検

証
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
も
視
野
に
検
討
し
た
い
。

②
平
成
２４
年
度
１０
月
末
ま
で
は
、

親
子
ひ
ろ
ば
が
３
７
７
組
、
一

時
預
か
り
が
４６
人
、
子
育
て
相

談
が
３１
件
と
な
っ
て
い
る
。
③

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」

に
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
に
向
け
て
、

支
援
団
体
な
ど
の
掘
り
起
こ
し

や
育
成
を
行
う
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
２６
年
度
開
設
に
向
け
、
委

託
先
な
ど
を
含
め
検
討
す
る
。

　
　
　耕
作
放
棄
地
や
農
地
の

遊
休
地
の
有
効
な
活
用
が
喫
緊

の
重
要
課
題
で
、
農
地
の
集
約

化
が
今
後
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
農
地

を
集
約
化
し
、
や
る
気
の
あ
る

働
き
手
が
借
り
手
と
な
る
た
め

の
、
魅
力
あ
る
農
地
へ
と
転
換

す
る
必
要
が
あ
り
、
農
業
公
社

な
ど
の
設
立
に
つ
い
て
伺
う
。

で
市
政
に
取
り
組
む
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ

く
中
で
、
適
当
と
思
う
時
期
に
、

私
自
身
の
進
退
を
明
ら
か
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　昨
年
来
要
請
し
て
い
る

市
独
自
の
新
た
な
農
業
施
策
を
、

来
年
度
に
計
画
し
て
い
る
の
か

ど
う
か
伺
う
。

　
　
　担
い
手
が
農
地
を
集
積

し
や
す
い
よ
う
に
、
育
成
す
べ

き
農
業
者
農
地
集
積
支
援
事
業

や
県
の
新
規
就
農
者
サ
ポ
ー
ト

事
業
へ
の
取
り
組
み
、
ま
た
、

就
農
意
欲
の
喚
起
と
就
農
後
の

定
着
を
図
る
た
め
、
市
独
自
で

の
新
規
就
農
者
活
動
支
援
事
業

の
創
設
、
そ
し
て
、
イ
ノ
シ
シ

な
ど
の
有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止

の
た
め
の
器
具
導
入
へ
の
支
援
、

ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
組
織

化
を
通
じ
、
地
域
農
業
の
新
た

な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た
め
、

県
の
地
域
を
支
え
る
集
落
営
農

加
速
化
事
業
へ
の
支
援
、
さ
ら

に
、
耕
作
放
棄
地
を
再
生
す
る

た
め
の
耕
作
放
棄
地
再
生
対
策

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

安
藤　

康
次

篠
原　

重
寿

２
０
１
３
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

井
上　

浩
司

農
業
政
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

質
問

介
護
保
険
の
認
定
に
つ
い
て

安
藤　

清
高

答
弁

質
問

大
平　

直
昭

農
業
施
策
に
つ
い
て
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

い
る
生
存
権
を
す
べ
て
の
高
齢

者
に
保
障
す
る
立
場
か
ら
見
る

と
現
状
は
、
だ
れ
も
が
安
心
し

て
必
要
な
介
護
を
受
け
ら
れ
る

制
度
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
要

介
護
認
定
度
の
判
定
・
保
険
料

・
利
用
料
の
減
免
制
度
な
ど
の

改
善
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

①
認
定
有
効
期
間
中
の
介
護
認

定
区
分
の
変
更
に
つ
い
て
②
認

定
に
不
服
が
あ
る
場
合
の
不
服

申
し
立
て
に
つ
い
て
③
不
服
審

査
な
ど
を
申
し
立
て
た
く
て
も

手
法
が
わ
か
ら
な
い
利
用
者
の

た
め
に
制
度
を
分
か
り
や
す
く

す
る
周
知
に
つ
い
て

　
　
　①
要
介
護
認
定
区
分
変

更
に
つ
い
て
は
、
認
定
有
効
期

間
中
に
、
介
護
度
が
変
化
し
た

場
合
に
は
要
介
護
状
態
区
分
変

更
申
請
が
で
き
る
。
②
認
定
結

果
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
香

川
県
介
護
保
険
審
査
会
に
不
服

の
申
し
立
て
が
で
き
る
。
③
不

服
申
し
立
て
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
本
人
に
認
定
結
果
を
通
知

す
る
通
知
書
の
中
に
記
載
し
て
、

本
人
、
家
族
に
周
知
を
し
て
い

る
。

　
　
　「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
を
核
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
、
そ
れ
に
付
随
し
た
ご

当
地
商
品
が
次
々
と
生
み
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
」
が
、
地
場
産
業
の
活

性
化
に
革
命
的
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
て
い
る
。
こ
の
流
れ
に

本
市
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
特

産
品
な
ど
と
連
動
さ
せ
た
イ
メ

ー
ジ
作
り
を
開
始
す
べ
き
と
提

案
す
る
。

　旧
観
音
寺
市
で
は
「
寛
永
通

宝
」
銭
形
平
次
か
ら
生
ま
れ
た

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
銭

形
く
ん
」
大
野
原
町
萩
祭
り
の

「
萩
た
ろ
う
」
豊
浜
町
観
光
協
会

の
「
と
ん
ぼ
ク
ン
」
な
ど
が
長

く
親
し
ま
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
現
在
ど
の

よ
う
な
位
置
付
け
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　
　「
銭
形
く
ん
」
は
、
市
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
の
使
用
基
準
に
関
す
る
要

綱
を
定
め
、
市
内
の
住
民
組
織

や
公
共
的
団
体
も
使
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。「
萩
た
ろ
う
」

「
と
ん
ぼ
ク
ン
」
は
萩
祭
り
、
ち

ょ
う
さ
祭
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
使
用
さ
れ
て

お
り
、
現
在
も
そ
れ
ぞ
れ
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、
活
躍
中
で
あ

る
。　

　
　先
日
の
中
央
道
ト
ン
ネ

ル
崩
落
事
故
に
た
と
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
不
測
の
事
故
に
対
し

行
政
は
、
そ
の
責
を
問
わ
れ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本

市
が
管
理
す
る
公
共
施
設
・
道

路
・
橋
梁
に
つ
い
て
も
同
様
で

あ
る
。
将
来
的
な
財
政
縮
減
傾

向
の
中
、
過
不
足
の
な
い
施
設

運
営
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
い
る
。
合
併
後
７
年
を
経

過
し
た
今
、
２
８
５
カ
所
の
公

共
施
設
・
道
路
・
橋
梁
に
つ
い

て
総
合
的
な
必
要
性
、
重
要
性

に
基
づ
い
た
将
来
的
活
用
に
踏

み
込
ん
だ
『
管
理
台
帳
』
の
有

無
と
、
将
来
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
。

　
　
　平
成
１９
年
度
か
ら
公
有

財
産
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

平
成
２２
年
度
か
ら
年
次
更
新
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
増
改

築
、
修
繕
な
ど
の
現
状
把
握
に

努
め
、
公
有
財
産
の
総
括
的
な

管
理
と
有
効
活
用
を
行
い
た
い
。

市
道
に
つ
い
て
は
、
総
延
長
５

７
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
日
々
の

道
路
点
検
な
ど
で
対
応
し
た
い
。

橋
梁
３
６
１
橋
に
つ
い
て
は
、

延
長
１５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
４４
橋

に
つ
い
て
、
維
持
管
理
費
の
縮

減
と
将
来
的
な
予
算
の
平
準
化

を
目
的
と
し
た
「
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
」
を
実
行
し
て
い

く
。　

　
　予
算
編
成
を
振
り
返
る

と
２１
年
度
は
前
年
度
比
１０
・
７

％
減
で
２
３
０
億
５
千
万
、
５

回
の
補
正
を
含
め
、
約
２４
億
増

と
な
る
。
２２
年
度
は
前
年
度
比

０
・
７
％
減
で
２
２
８
億
８
千

万
、
３
回
の
補
正
を
含
め
約
３６

億
増
、
２３
年
度
は
前
年
度
比
０

・
５
％
増
、
２
２
９
億
１
千
万
、

４
回
の
補
正
を
含
め
、
８
億
４

千
万
増
、
２４
年
度
は
前
年
度
比

６
％
増
、
２
４
２
億
９
千
万
、

３
回
の
補
正
を
含
め
、
１２
億
増
、

２５
年
度
は
新
聞
紙
上
に
発
表
さ

れ
２
０
１
２
年
度
当
初
予
算
比

５
％
削
減
の
方
針
。
厳
し
い
財

政
運
営
を
想
定
、
事
業
の
選
択

と
集
中
を
図
り
、
経
費
の
大
胆

な
縮
減
と
徹
底
し
た
歳
出
抑
制

を
講
じ
る
と
あ
る
。
５
％
削
減

方
針
新
聞
記
事
を
見
た
市
民
は

ど
う
考
え
る
か
。
約
１２
億
円
の

削
減
、
全
事
業
一
律
５
％
削
減

す
る
の
か
。
具
体
的
な
方
針
が

必
要
で
は
な
い
か
。
３
月
予
算

審
査
の
判
断
材
料
と
な
る
方
針

が
必
要
。
本
市
の
考
え
は
。

　
　
　全
事
業
一
律
５
％
削
減

す
る
も
の
で
は
な
い
。
縮
少
や

廃
止
す
る
事
業
は
、
ま
だ
検
討

中
で
あ
り
、
今
後
と
も
市
民
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
ま
た
議
員

の
方
か
ら
も
ご
提
案
い
た
だ
き

な
が
ら
、
事
業
の
選
択
と
集
中

に
よ
る
め
り
は
り
の
あ
る
予
算

と
し
た
い
。

　
　
　近
年
、
全
国
的
な
被
害

が
起
き
て
い
る
が
、
本
市
の
被

害
や
対
応
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
サ
ー

バ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
保
護

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁

公
共
施
設
・
道
路
に
つ
い
て

石
山　

秀
和

伊
丹　

準
二

観
音
寺
版「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」で

　
　
　
町
お
こ
し
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

質
問

原　

俊

博

２
０
１
３
年
度

　
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

安
藤　

忠
明

竜
巻
・
落
雷
対
策
に
つ
い
て

質
問
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議会の活性化および議員活動に活かすことを目的に、下記の内容で先進地視察を実施しました。

平成２４年１１月１２日（月）～１３日（火）

●東京都立川市　
　【協働のまちづくり】
①協働推進指針

　役所と市民活動団体などが協働するだけで
はなく、市民同士の協働、市民と企業との協
働など複合的な協働を展開することによって、

「新しい公共」を推進していくことが目標。
市民などの自主的な活動で地域を支えていく。

②協働のまちづくり推進事業補助金
　地域課題解決のため、他の団体と連携及び
協働し、自発的に取り組む公益的な事業に対
し、「協働のまちづくり推進事業補助金」を
交付。

●東京都西東京市
　【公共施設保全計画について】
①公共施設保全計画について

　市の合併により、同機能施設の重複や老朽
化の進行という課題が発生。解決策として、
施設白書を策定し、施設管理システムを構築、
公共施設保全計画を策定。今後、公共施設の
適正配置計画や長寿命化計画も検討中で、施
設保全計画の更新も予定。

委員長　伊丹準二、副委員長　立石隆男
委　員　中村保男、森谷政義、楠井泰功、安藤忠明、五味伸亮

日　　時

場所・事項

参  加  者

総務委員会の行政視察の報告

中
央
市
、
三
好
市
で
、
合
計
で

人
口
２５
万
人
に
な
り
、
目
標
は

達
成
で
き
る
と
考
え
る
。
つ
ま

り
近
く
に
居
な
が
ら
訪
れ
る
き

っ
か
け
が
な
か
っ
た
地
元
へ
の

Ｐ
Ｒ
が
大
切
に
な
る
。
そ
こ
で
、

例
え
ば
本
市
の
Ｈ
Ｐ
や
広
報
、

情
報
発
信
ツ
ー
ル
を
利
用
し
、

伊
吹
島
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に

三
豊
市
の
紹
介
を
す
る
。
同
様

に
、
三
豊
市
に
も
本
市
の
紹
介

を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
相
互

連
携
を
提
案
す
る
。
お
互
い
が

お
互
い
の
観
光
資
源
を
理
解
し
、

宣
伝
し
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
行

政
を
、
市
単
独
で
は
な
く
、
周

辺
地
域
一
帯
で
考
え
て
い
け
る

共
生
地
域
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
、
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　近
隣
市
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
四
国
ま
ん
な
か
交
流

協
議
会
の
数
々
の
事
業
で
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
る
。
三
豊
市

を
含
め
、
周
辺
地
域
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
の
リ
ン
ク
や
広
報
紙

を
活
用
し
て
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

は
、
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
を
契

機
と
し
、
相
互

連
携
が
図
れ
る

よ
う
に
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　落
雷
に
よ
り
保
存
木
が

燃
え
た
り
施
設
の
煙
感
知
器
が

故
障
し
た
り
し
て
い
る
。
本
市

に
は
気
象
庁
発
表
の
注
意
情
報

を
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
シ
ス

テ
ム
は
な
い
。
報
道
に
よ
る
気

象
情
報
な
ど
に
注
意
を
払
い
、

早
め
の
避
難
を
心
が
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。
次
に
情
報

機
器
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
Ｕ

Ｐ
Ｓ
（
瞬
間
停
電
や
過
電
流
に

対
応
し
保
護
す
る
装
置
）
を
設

置
し
て
お
り
、
過
電
流
保
護
機

能
付
Ｏ
Ａ
タ
ッ
プ
の
導
入
も
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
新
設
さ
れ

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
保
護
対
策
を
新
築
時
に
導
入

し
、
万
全
を
期
し
て
い
く
。

　
　
　今
回
の
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
は
、
３
シ
ー
ズ
ン
す
べ
て

に
香
川
県
ま
で
訪
れ
る
県
外
か

ら
の
来
客
は
少
な
い
と
考
え
、

１
日
平
均
７
０
０
人
の
達
成
は

困
難
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
注
目

す
る
の
は
３
割
の
地
元
の
集
客
。

地
元
と
は
、
三
観
地
域
、
四
国

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
と
周
辺

地
域
の
相
互
連
携
に
つ
い
て

五
味　

伸
亮

質
問

▲西東京市

▲立川市

答
弁

答
弁

観音寺市

四国中央市 三好市
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１２
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
専決処分の承認について（平成２４年度観音寺市一般会計補正予算（第３号）） 承　　認

観音寺市証人等の実費弁償支給条例の一部改正について 原案可決

市町合併に伴う粟井坂瀬山林の特例に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市一般廃棄物処理施設技術管理者の資格を定める条例の制定について 〃

観音寺市農業委員会の選挙による委員の定数等に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市公園条例の一部改正について 〃

観音寺市風致地区内における建築等の規制に関する条例の制定について 〃

観音寺市下水道条例の一部改正について 〃

観音寺市放課後児童クラブ条例の一部改正について 〃

観音寺市公民館条例の一部改正について 〃

観音寺市水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 〃

観音寺市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の
制定について

〃

観音寺市航路事業施設条例の一部改正について 〃

教育委員会委員の任命について 同　　意

公平委員会委員の選任について 〃

人権擁護委員の候補者の推薦について 〃

市道路線の認定及び変更について 原案可決

観音寺市公共下水道観音寺第１ポンプ場（災害復旧）の建設工事委託に関する協定の一部を変更す
る協定の締結について

同　　意

財産の処分について 〃

平成２４年度観音寺市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

平成２４年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 〃

平成２４年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

平成２４年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２４年度観音寺市航路事業特別会計補正予算（第２号） 〃

平成２４年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 〃

工事請負契約の締結について（観音寺小学校建設事業　屋内運動場・プール棟　建築主体工事）　 同　　意（反対２人）

工事請負契約の締結について（観音寺幼稚園・保育所建設事業　建築主体工事） 　　〃 　（反対３人）

工事請負契約の締結について（観音寺幼稚園・保育所建設事業　機械設備工事） 　　〃 　（反対３人）

※陳情 　

住宅リフォーム助成制度創設を求める陳情書　 継続審査

ゆきとどいた教育の実現を求める意見書採択に関する陳情 不採択

安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大幅増員を求める陳情書 継続審査

介護職員処遇改善加算の継続、拡充を求める陳情書 〃

※議提議案
観音寺市議会基本条例の一部改正について 原案可決

観音寺市議会会議規則の一部改正について 〃

観音寺市議会委員会条例の一部改正について 〃

●第４回（１２月）定例会

議会からのお知らせ
●次回の定例会は３月の予定です。本会議はだ

　れでも傍聴できます。

●本会議の録画映像をインターネット配信して

　います。いつでもご覧いただけますので、ご

　利用ください。

　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

　　

広 聴 広 報 委 員 会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

◆委 員 長　石 山 秀 和 　　　◆副委員長　五 味 伸 亮

◆委　　員　楠 井 泰 功 　　　◆委　　員　安 藤 清 高

◆　　〃　　　篠 原 重 寿 　　　◆　　〃　　　井 上 浩 司

◆　　〃　　　大 平 直 昭 　　　◆　　〃　　　詫 間 　 茂

〒768-8601　観音寺市坂本町一丁目１番 1 号　
　　　　　　☎ 23−3913　FAX23−3914
　　　　　　Ｅメール gikai@city.kanonji.lg.jp
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成人式の写真をお渡しします
　　　　　　　　　　生涯学習課　☎２３−３９４３

　成人式で撮影した集合写真（該当校区分１枚）と

当日の様子を撮影したＤＶＤ１枚を無料で渡します。

　　２月２５日（月）から

　　（土・日曜日、祝日を除く）

　　午前８時３０分～午後５時１５分

○生涯学習課（共同福祉施設内）／すべての校区

○大野原分室／大野原・五郷・紀伊・萩原校区

○豊浜分室／豊浜校区

日時

配布場所

ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
６
８
８
人
の
新
成
人
の
新
し
い
門
出

を
祝
う
た
め
、
１
月
１３
日
に
成
人
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
友
人
と
の
再
会
を
喜
び
、
互
い
に
成
長
し

た
姿
を
確
か
め
合
い
、
ま
た
元
気
な
笑
顔
で
会
う

こ
と
を
約
束
し
、
人
生
の
節
目
の
一
日
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。
式
典
は
、
新
成
人
ス
タ
ッ
フ
が
企
画

・
運
営
。
中
学
校
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
は
懐
か
し
い
先
生
の
笑
顔
や
声
に
歓
声
が
上

が
り
、
市
長
の
式
辞
や
新
成
人
誓
い
の
こ
と
ば
に

は
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け
、
言
葉
を
胸
に
刻
み

込
ん
で
い
ま
し
た
。



15

オールシーズンフォトコンテスト

入選作品を展示しています

高校生と世代を超えて
　　　  「聴き語り」

応募規定
○平成２５年１月１日以降に、観音寺市内で撮影

したもの
○未発表および発表予定のないもの
○市内で撮影したことが確認できるもの
○単写真または組写真とし、応募点数に制限は

ありません

サイズ
　カラープリント４つ切り（Ｗ４は可能）

応募方法
　作品の裏面に応募票（自作可）を貼付し、近
くのカメラ店または観光協会事務局へ、持参・
郵送してください。
　応募用紙は、道の駅ことひきや大正橋プラザ、
市役所、各支所にあります。

締め切り
　平成２５年１２月３１日（火）必着

　平成２４年度「さぬき豊浜ちょうさ祭」
写真コンクールの応募総数１０２点の中
から入選した作品２０点を、ちょうさ会
館に展示しています。

少年育成センター　☎２５−４２５１

展示期間：２月２８日（木）まで
問い合わせ先：ちょうさ会館
　　　　　　　☎５２−５５００

審査・発表
　平成２６年１月末に審査を行い、直接入賞者に
通知します。入賞作品は、市内の主要な施設で
展示・発表します。

注意
○応募作品は返却しません。
○応募作品の版権は主催者（観音寺市観光協会）

に帰属します。
○入賞作品は、賞品と引き換えにネガまたはデ

ジタルデータで提出してください。

応募先・問い合わせ先
観音寺市観光協会事務局　 ☎２４−２１５０
〒７６８−００６２　観音寺市有明町３番３７号

ぜひ見に来てください !!

家庭や学校、地域でも話し合ってみてください

「このごろの子は…」という大人の発言

コンビニで あいさつ

いじめ

　１２月２０日、観音寺第一高等学校生徒会役員と観音寺マナー
アップの会員の合計２３人が、マナーやいじめなど４つのテー
マについて自分たちの思いを語りました。世代は違っても、み
んなが気持ち良く生活したい思いは同じ。一人ひとりがどんな
ことに気を付けたら良いか、さまざまな意見が出されました。

　：高校生　　：観音寺マナーアップ会員　　：全員

信号を守らず、駐車場を通り抜けて行く車を見
る。急いでいる様子で、人や車と接触しそうな
危険な場面もよく目にする。時間と気持ちに余
裕を持ち、信号を守って運転してほしい。
部活や塾帰りの飲食は今
どきの風景だが、周りの
お客さんへの配慮や片づ
けのマナーアップを！

その後には必ず良くない言葉が続く。すべてを
ひとくくりにするのは偏見で、嫌な気持ちにな
る。個人を見てほしい。

お互いに気持ちが良くなり、頭を下げてくれる
だけでもうれしい。人がつながるための最初の
言葉なので、自分から積極的にあいさつしたい。

昔もあった。誰にも言えなか
ったが、誰かが気付いてくれ
た。今は陰湿で見えない。
いじめを見たり耳にした時、
何とかしたい気持ちと、見て

見ぬふりをしたい複雑な気持ち。一人ではなく、
先輩や先生、友だちの力も借りて解決したい。

市内の魅力的な風景を撮影した写真を募集します。
豊かな自然や地域のお祭りなど、ジャンルは問いません。
入賞作品は、市の観光ＰＲに使用させていただきます。

「さぬき豊浜
ちょうさ祭」
写真コンクール

次回のコンテストに向けて、四季折々の風景を撮影しませんか
作 集募品

高

高

高

マ

マ

高

全

全

全
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　子育て支援団体と企業等の連携を深めようと開催さ
れた三観こどもまつり。約７０団体が参加して、市民会
館や駐車場でステージ部や１０種の交流部、５種の体験
部、食べ物コーナーなどさまざまな催しがありました。
三豊と観音寺の子どもたちと保護者が大勢参加し、昔
遊びやパン作りなどに目を輝かせて楽しい時間を過ご
していました。

遊びや体験、たくさんしたよ

法務大臣賞受賞の喜びを報告 一筆に思いを込めて

16
12

8
1

10
1

　訓練や体験を通して災害意識を持ち、災害発生時に
適切な対処ができるようにと、豊浜小学校で防災訓練
が行われました。三観広域南消防署員や日本赤十字社
香川県支部職員などの協力の下、約４２０人の参加者は
真剣な表情で体験したり見入ったり。災害時には、自
分たちの生命は自分たちで守ろうという強い気持ちが
伝わってきた訓練でした。

強い気持ちで防災訓練22
12

　コンサートや発表会、講演会、式典など数多くの行
事を支えてくれた市民会館。感謝を込めた閉館イベン
トが２日間にわたり開催され、３１団体が大ホール最後
の舞台を盛り上げました。中ホールでも絵画などの作
品展があり、訪れた人に感動を与えました。
（中ホールと会議室は３月２１日まで使用できます）

　第６２回社会を明るくする運動作文コンテストで、萩
原小学校５年生の井上未海さんの「人は変われる」が、
最優秀賞に選ばれ法務大臣賞を受賞しました。井上さ
んは、７日に法務省で谷垣法務大臣から手渡された賞
状やトロフィーを手に、白川市長に受賞を報告。白川
市長は「素晴らしい作文に勇気づけられ明るい気持ち
になりました」と、受賞をたたえ祝福しました。

　長年続いている紀伊小学校の書き初め大会で、全校
生徒６４人が一斉に筆を動かし、引き締まった気持ちで
新年をスタートさせました。普段から、書写を通して
相手を思って心を込めて書くことの大切さや、書のぬ
くもりを学んでいる子どもたち。真剣な表情からは、
文字どおり希望があふれていました。

　昭和新山や真狩川など雄大な風景や学校での様子な
ど、姉妹都市真狩村の児童が描いた絵画２７点が、市役
所１階ロビーに展示されました。小学生の作品を通じ
て交流を深めようと始められた作品展は、ことしで３
回目。真狩村では、常磐・柞田・粟井小学校の児童の
絵画や習字、硬筆など３８点が巡回展示されています。

児童の作品を通して交流深める思い出の市民会館に別れ 4～15
1

27・28
12
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高橋 ななみちゃん

父 卓也さん　    母 裕美さん
（観音寺町）

 

 

寒 川 琴
こと

愛
あ

ちゃん

父 雄太さん　    母 麻祐さん
（粟井町）

間 渕 央
おう

聖
せい

ちゃん

父 吉樹さん　　   母 真紀さん
（瀬戸町）

 
 

宝 田 栞
かん

奈
な

ちゃん

父 雅人さん　 母 摩紀江さん
（豊浜町箕浦）

　野菜は、霜が降りると寒さに耐えるために多くの糖分を蓄積

して甘みが増し、さらにおいしくなります。

　レタスに次いで香川を代表するブロッコリーも旬の野菜の一

つ。地元産は茎まで柔らかく、甘味があるのが特徴です。栄養

的にもとても優秀で、カロテンやビタミンＣ、鉄、食物繊維が

豊富に含まれています。特にビタミンＣはレモンの約２倍で、

１回に使う量で比べると、野菜のナンバーワンを誇ります。ゆ

でてサラダやシチュー、グラタンなど洋風料理に使われること

が多いブロッコリーですが、ゴマやかつお節としょうゆであえ

てもおいしく食べることができます。

　おいしい旬の野菜をしっかり（１日３５０ｇ以上）食べて、健

康な体をつくりましょう。

　今月は簡単に作れて、子どもに大人気のブロッコリーのサラ

ダを紹介します。

おいしい旬の冬野菜をたっぷり食べましょう

食育コーナー 学校給食課　☎５７−６６６０

＜献立＞

★ひじきスパゲッティ

★ブロッコリーとリンゴのサラダ

★大学イモ　★牛乳

❶ブロッコリーは食べやすい大きさに切る。芯の部分も

皮をむいて３センチの長さの薄い短冊に切る。

❷鍋に湯を沸かして塩を加え、①を色よくゆでて冷ます。

❸リンゴはいちょう切りにして塩水につけた後、ザルに

あげて水気をきる。

❹ハムは半分に切って５ミリの千切りにする。

❺ボールに調味料とゴマを入れてドレッシングを作り、

②③④を加えてあえる。

ブロッコリーとリンゴのサラダ
（豊浜小学校の献立より）

ブロッコリー…２００ｇ、リンゴ…６０ｇ、

ハム…２枚、調味料（薄口しょうゆ…

大さじ１、サラダ油…大さじ１、リン

ゴ酢…大さじ１と１／３、砂糖…小さじ

１、コショウ…少々）、ゴマ…大さじ

１と１／２

（４人分）材　料

作り方

満１歳の子どもを募集
　２月１日から２月２８日まで５月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２４年２月生まれ
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　市
庁
舎
等
の
建
て
替
え
に
伴

い
、
観
音
寺
市
民
会
館
を
閉
館

し
ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、

左
記
の
日
ま
で
で
す
。
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

中
ホ
ー
ル
・
会
議
室

３
月
２１
日
（
木
）
ま
で

大
ホ
ー
ル
の
使
用
は
１２
月
２８

日
で
終
了
し
ま
し
た
。

新
し
い
市
民
会
館
は
、
平
成

２７
年
度
に
完
成
予
定
で
す
。

市
民
会
館
☎
２３

−

３
９
３
９

　次
の
市
有
財
産
を
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

入
札
物
件

　バ
ス
１
台

入
札
期
日
・
場
所

２
月
２７
日
（
水
）
午
前
９
時
か

ら
、
電
算
セ
ン
タ
ー
３
階
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
会
議
室

入
札
保
証
金

　免
除

２
月
８
日
（
金
）
～
２５
日
（
月
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

必
要
書
類
は
総
務
課
管
財
契

約
係
で
渡
し
ま
す
。

　総
務
課
管
財
契
約
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
０
０

　生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　☎

２３

−
３
９
４
３

　平
成
２５
年
度

に
利
用
を
希
望

す
る
人
は
、
申

請
し
て
く
だ
さ

い
。
平
成
２４
年

度
か
ら
引
き
続

き
希
望
す
る
人

も
、
申
請
が
必

要
で
す
。

観
音
寺
南
な
か
よ
し
教
室
、

高
室
な
か
よ
し
教
室
、
常
磐

な
か
よ
し
教
室
、
柞
田
な
か

よ
し
教
室
、
豊
田
な
か
よ
し

教
室
、
大
野
原
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
教
室
、
豊
浜
に
じ
教
室

市
立
の
小
学
１
年
生
～
３
年

生
の
留
守
家
庭
の
児
童

履
歴
書

３
月
１
日
（
金
）
～
８
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

生
涯
学
習
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

　条
例
の
改
正
に
伴
い
、
平
成

２３
年
８
月
１
日
以
後
に
受
け
た

医
療
費
に
つ
い
て
、
自
己
負
担

分
の
支
給
申
請
は
、
診
療
月
が

１
年
を
越
え
て
も
請
求
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
医
療
費

支
給
申
請
書
が
未
提
出
の
人
は
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

高
額
医
療
費
の
支
給
申
請
の

関
係
で
、
２
年
以
内
の
請
求

を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
増
進
課
医
療
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

　軽
自
動
車
税
は
、
登
録
を
抹

消
し
な
い
限
り
毎
年
課
税
さ
れ

ま
す
。
車
検
切
れ
な
ど
で
車
に

乗
っ
て
い
な
い
場
合
も
同
じ
で
、

平
成
２５
年
度
軽
自
動
車
税
は
、

平
成
２５
年
４
月
１
日
の
時
点
で

２
月
８
日
（
金
）
ま
で

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

保
育
料
等
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

○

申
請
書
（
児
童
１
人
に
つ
き

１
枚
）

○

同
居
家
族
が
放
課
後
留
守
で

あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も

の
（
就
労
証
明
書
ま
た
は
健

康
保
険
証
（
国
保
は
不
可
）、

医
師
の
診
断
書
な
ど
）

○

調
査
表
（
２
種
類
）

○

生
涯
学
習
課

　午
前
８
時
３０
分
～
午
後
６
時

○

大
野
原
分
室
・
豊
浜
分
室

　午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分

○

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
各
教
室

（
豊
田
な
か
よ
し
教
室
を
除
く
）

　午
後
２
時
～
午
後
６
時

○

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

小
学
校
教
諭
、
幼
稚
園
教
諭
、

保
育
士
の
資
格
が
あ
る
人
、

経
験
者
歓
迎

（
週
２
日
か
ら
４
日
程
度
、

１
日
４
時
間
勤
務
で
き
る
人
）

若
干
名

車
を
所
有
し
て
い
る
人
が
納
め

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　所
有
者
が
市
外
へ
転
出
し
た

り
死
亡
し
た
場
合
は
、
早
め
に

住
所
・
名
義
変
更
や
廃
車
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課
収
納
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

大
野
原
支
所

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
０

豊
浜
支
所
☎
５２

−

１
２
０
０

伊
吹
支
所
☎
２９

−

２
１
１
１

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
指
導
員
募
集

平
成
２５
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
募
集

市
有
財
産
（
車
両
）
の

　
　
　
　
　
売
り
払
い

市
民
会
館
を
閉
館
し
ま
す

変
更
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

軽
自
動
車
所
有
者
の

住
所
・
名
義
変
更
や
廃
車

子
ど
も・重
度
心
身
障
害
者

等・ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
受
給
資
格
者
証
を
持
っ

て
い
る
皆
さ
ん
へ

申
請
に
必
要
な
書
類

申
請
書
等
の
配
布
場
所
・
提
出
先

手　続　先

転出した場合 死亡した場合

原動機付自転車
（１２５ｃｃ以下のバイク）

転出先の市区町村 市税務課または各支所

小型特殊自動車
（トラクター・コンバイン等）

市税務課または各支所

軽自動車
転出先の　　　　
軽自動車検査協会

軽自動車検査協会　　　
　　　　香川主管事務所
☎０８７−８７０−６６７６ 　

自動二輪
（１２５ｃｃを超えるバイク）

転出先の運輸支局
四国運輸局香川運輸支局
　登録関係ヘルプデスク
☎０５０−５５４０−２０７５　
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　市
内
の
小
・
中
学
校
児
童
生

徒
の
作
品
５０
点
を
展
示
し
ま
す
。

２
月
２７
日
（
水
）
～
３
月
５
日

（
火
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
３
月
５
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

共
同
福
祉
施
設
展
示
ホ
ー
ル

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
５

　市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
宝
く
じ
の
助
成
を

受
け
、
高
屋
町
の
明
下
自
治
会

が
長
胴
太
鼓
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

団
体
へ
助
成
を
す
る
こ
と
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
健
全
な

発
展
を
図
り
、
宝
く
じ
の
普
及

広
報
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

ら
れ
ま
し
た
。
一
部
検
討
を
要

す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
意
見

を
付
し
、
今
後
と
も
厳
正
か
つ

適
切
な
事
務
の
執
行
に
留
意
さ

れ
る
よ
う
に
要
望
し
ま
し
た
。

　た
い
肥
生
産
者
か
ら
、
完
熟

牛
ふ
ん
た
い
肥
や
バ
ー
ク
た
い

肥
、
も
み
殻
た
い
肥
を
購
入
し
、

観
音
寺
市
有
機
農
産
物
生
産
振

興
対
策
事
業
補
助
金
の
交
付
を

受
け
る
耕
種
農
家
の
人
は
、
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
２４
年
３
月
１
日
（
木
）
～

　平
成
２５
年
２
月
２８
日
（
木
）

２
月
１
日
（
金
）
～
３
月
１
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

Ｊ
Ａ
香
川
県
常
磐
支
店
営
農

経
済
課
お
よ
び
各
支
店
、
Ｊ

Ａ
香
川
豊
南
農
産
店
舗
お
よ

び
各
支
所

（
申
請
書
は
農
林
水
産
課
と

大
野
原
支
所
、
豊
浜
支
所
に

も
あ
り
ま
す
）

た
い
肥
散
布
後
は
速
や
か
に

耕
起
す
る
な
ど
し
て
、
周
辺

環
境
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

農
林
水
産
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
１

　監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
７

　地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第

４
項
お
よ
び
第
７
項
の
規
定
に

基
づ
き
定
期
監
査
等
を
実
施
し

た
の
で
、
同
条
第
９
項
の
規
定

に
よ
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
２４
年
１２
月
２０
日

　監
査
委
員

　
　佐
伯

　文
男

　監
査
委
員

　
　高
橋

　照
雄

○

監
査
期
間

　平
成
２４
年
１０
月
９
日
～

　
　
　
　平
成
２４
年
１１
月
２２
日

○

監
査
対
象

政
策
部
、
市
民
部
、
健
康
福

祉
部
、
経
済
部
、
教
育
部
、

財
政
援
助
団
体
（
社
会
福
祉

法
人
観
音
寺
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
公
益
社
団
法
人
観
音

寺
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

○

監
査
の
留
意
点

　財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行

が
、
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
適

正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い

る
か
に
重
点
を
置
き
、
行
政
監

査
的
な
観
点
か
ら
も
実
施
し
ま

し
た
。

○

監
査
の
結
果

　予
算
の
執
行
な
ら
び
に
事
務

処
理
は
、
関
係
法
令
等
に
準
拠

し
て
お
り
、
お
お
む
ね
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め

種　類 平成２３年 平成２４年 増　減

可燃ごみ 1,025.44 883.80 △ 141.64

新　　聞 37.82 40.18 2.36

雑誌・ざつ紙 37.03 32.19 △ 4.84

段ボール 23.25 20.75 △ 2.50

（単位：トン）ごみの収集状況（１2 月）

有
機
農
産
物
生
産
振
興

対
策
事
業
補
助
金
の
申
請

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
ま
し
た

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

定
期
監
査
等
の
結
果

補
助
対
象
期
間

２
月
１０
日
（
日
）

萩
原
小
学
校
、
豊
浜
中
学
校

２
月
２６
日
（
火
）

伊
吹
小
・
中
学
校

資
源
回
収
予
定
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　安
全
な
輸
血
の
た
め
４
０
０

㍉
㍑
献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ

い
。

第
１
部
＝
講
演

　「
が
ん
と
向
か
い
合
う
生
き
方
」

　高
松
赤
十
字
病
院

　
　
　副
院
長

　吉
澤
潔
先
生

第
２
部
＝
上
映

　「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

２
月
２
日
（
土
）
午
後
零
時
３０

分
開
場
、
午
後
１
時
３０
分
開
演

綾
歌
総
合
文
化
会
館
ア
イ
レ

ッ
ク
ス
大
ホ
ー
ル

１
、
０
０
０
人

香
川
県
健
康
福
祉
総
務
課

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
２
６
１

会
福
祉
制
度
／
腎
不
全
の
治
療
法

２
月
２１
日
（
木
）

午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

●

夜
間
糖
尿
病
教
室

運
動
療
法
〈
ま
っ
ぷ
〉
使
用

２
月
１４
日
（
木
）

午
後
６
時
～
午
後
７
時

１０
人

●

男
性
の
調
理
実
習

バ
イ
キ
ン
グ
（
選
ん
で
作
っ
て

食
べ
よ
う
）

２
月
６
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
零
時
３０
分

実
費
６
０
０
円

各
教
室
と
も
予
約
が
必
要

　三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５２

−

２
７
２
６
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　追
加
接
種
は
「
お
お
む
ね
１

年
の
間
隔
」
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
「
３
回
目
接
種
後
７
カ
月

～
１３
カ
月
の
間
に
１
回
接
種
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　予
診
票
等
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
追
加
接
種
時
期
に
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−
３
９
６
４

　子
ど
も
予
防
接
種
週
間
の
期

間
中
、
各
医
療
機
関
で
通
常
の

診
療
時
間
に
は
予
防
接
種
が
受

け
に
く
い
人
に
対
し
て
、
予
防

接
種
や
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

入
園
や
入
学
な
ど
新
し
い
生
活

が
始
ま
る
前
に
体
調
を
整
え
、

こ
の
機
会
に
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

各
医
療
機
関
の
実
施
日
時
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認

で
き
ま
す
。

必
ず
、
各
医
療
機
関
で
事
前

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

各
教
室
３０
人

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

１
０
０
円
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾

各
教
室
３
日
前
ま
で

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

●
食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

丈
夫
な
骨
づ
く
り

●

腎
臓
病
教
室

腎
臓
病
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
／
社

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

　
　
時
期
が
変
わ
り
ま
し
た

３
月
１
日（
金
）～
７
日（
木
）

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

男
性
料
理
教
室

献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

が
ん
を
知
る
講
演
と
映
画
会

三
豊
総
合
病
院
健
康
教
室

予防は
せっけんと流水で
しっかり手洗い！！

感染性胃腸炎
（ノロウイルス）

健
康
コ
ー
ナ
ー

２
月
８
日
（
金
）
午
前
９
時
３０

分
～
午
前
１１
時
３０
分
、
午
後

零
時
３０
分
～
午
後
４
時

観
音
寺
市
役
所
ロ
ビ
ー

観
音
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

２
月
２０
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
１
時

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

大
野
原
地
区
献
血
推
進
協
議
会

２
月
８
日
（
金
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時

健
康
学
習
＝
骨
折
を
防
い
で

寝
た
き
り
予
防
（
骨
量
測
定

無
料
）
／
骨
を
鍛
え
る
運
動

レ
ッ
ス
ン
（
動
き
や
す
い
服
装
）

２
月
２２
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
正
午

調
理
実
習
＝
い
つ
も
の
食
事

に
一
工
夫
、
コ
ツ
コ
ツ
貯
め

よ
う
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム

実
費
６
０
０
円

２
月
６
日
（
水
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

保
健
セ
ン
タ
ー

２
月
７
日
（
木
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

２
月
８
日
（
金
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

豊
浜
福
祉
会
館

に注意!!

手首や親指、
指の間なども忘れずに！

　この冬は、過去２０年間で感染性胃

腸炎の報告数が最高になっています。

熱はそれほど出ませんが、吐き気や

おう吐、下痢、腹痛の症状がありま

す。通常１～２日で症状はおさまり、

後遺症もなく治ります。ただし、抵

抗力が弱い高齢者や乳幼児などは、

下痢による脱水症状を起こしたり、

重症化したりすることがあります。

早めに医療機関を受診しましょう。
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２
月
２１
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

高
松
法
務
局
観
音
寺
支
局

２
月
１２
日
（
火
）
～
１５
日
（
金
）

に
、
電
話
で
申
し
込
み
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
期

間
内
で
も
締
め
切
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

　高
松
法
務
局
筆
界
特
定
室

☎
０
８
７

−

８
５
１

−

６
３
８
４

　四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局

　年
度
末
は
窓
口
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。
自
動
車
の
検
査
や
廃

車
、
名
義
変
更
な
ど
は
、
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○

個
人
の
部

前
と
び
、
後
ろ
と
び
、
交
差

と
び
、
二
重
と
び

○

団
体
の
部

長
な
わ
と
び
（
１２
～
１５
人
）

８
の
字
と
び
（
１２
～
１５
人
）

２
月
２４
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら

市
立
総
合
体
育
館

小
学
生
以
上

な
わ
と
び
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
、
タ
オ
ル
な
ど

２
月
８
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

　利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○

開
放
施
設

　観
音
寺
中
学
校
運
動
場

○

利
用
可
能
校
区

観
音
寺
南
小
学
校
と
観
音
寺

東
小
学
校
区
内

○

利
用
種
目

　ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー

○

開
放
期
間

４
月
～
平
成
２６
年
３
月

午
後
７
時
～
午
後
１０
時

２
月
１２
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　３
月
４
日
（
月
）

　
　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３
−

３
９
４
１

　５
月
か
ら
９
月
末
ま
で
の
予

定
で
、
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
ま

す
。
参
加
チ
ー
ム
の
登
録
を
受

け
付
け
ま
す
。

２
月
１２
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　３
月
４
日
（
月
）

　
　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

２
月
２
日
（
土
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

働
く
婦
人
の
家

相
続
相
談
（
相
続
登
記
、
遺

産
分
割
、
遺
言
）、
登
記
相
談

（
売
買
、
贈
与
、
名
義
変
更
）、

そ
の
他
身
近
な
法
律
相
談

無
料

香
川
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
７

−

８
２
１

−

５
７
０
１

　
　自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　☎

２５

−

６
１
２
２
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検
査
に
つ
い
て

☎
０
８
７

−

８
８
２

−

１
３
５
５

登
録
に
つ
い
て

☎
０
５
０

−

５
５
４
０

−

２
０
７
５

自
動
車
税
に
つ
い
て

☎
０
８
７

−

８
８
１

−

３
８
５
８

　
　
　（
香
川
県
県
税
事
務
所
）

軽
自
動
車
に
つ
い
て

☎
０
８
７

−

８
７
０

−

６
６
７
６

　
　
　（
軽
自
動
車
検
査
協
会
）

区　　分 対　　　象 受付期間 試　験　日

予備自衛官補
一般＝１８歳以上３４歳未満
技能＝１８歳以上で、保有する
　技能に応じ５３歳～５５歳未満

４月３日（水）
　　　　まで

４月１２日（金）
～１５日（月）の間

一般幹部候補生
（音楽、飛行要員含む）

大卒程度＝２２歳以上２６歳未満
院卒程度＝２０歳以上２８歳未満

２月１日（金） 
～４月２６日（金）

５月１１日（土）

歯科・薬剤科幹部候補生
歯科＝２０歳以上３０歳未満
薬剤科＝２０歳以上２８歳未満

医科・歯科幹部自衛官
医師免許または歯科医師免許
を取得している者

５月１７日（金）

参
加
者
募
集
健
康
づ
く
り

　
　
　
　
な
わ
と
び
大
会

平
成
２５
年
度
観
音
寺
中
学
校

　
　
夜
間
照
明
施
設
の
開
放

登
録
チ
ー
ム
募
集

平
成
２５
年
度
観
中
ナ
イ
タ
ー

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

自
動
車
の
検
査
や

登
録
手
続
き
は
お
早
め
に

土
地
の
筆
界
（
境
界
）

　
　
に
関
す
る
相
談
所

自
衛
官
採
用
試
験

司
法
書
士
無
料
相
談
会

お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
情
報

ス ポ ー ツ 行 事

月　日 行　　　　　事

２／１１

観音寺市スポーツ少年団本部長杯
　　　ミニバスケットボール大会
８：３０～／大野原会館
西日本ドッジボール大会
９：００～／市立総合体育館

１６
香川県小学生バレーボール
　　　　　　優勝大会（男子会場）
８：３０～／市立総合体育館

１７
香川県実年者バレーボール大会
９：００～／市立総合体育館ほか

３／２
　　３

市長杯西日本ジュニア
　　　　　　　　　サッカー大会
９：００～／総合運動公園

３
第１６回ＯＨＫ香川県小学生
バレーボール新人大会（男子会場）
８：３０～／市立総合体育館

１０

市内混合バレーボール大会
９：００～／大野原会館
西日本ドッジボール大会
９：００～／市立総合体育館
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４
月
６
日
（
土
）
＝
崇
徳
上
皇
・

へ
ん
ろ
道
コ
ー
ス

４
月
７
日
（
日
）
＝
瀬
戸
大
橋
・

万
葉
の
島
コ
ー
ス

出
発
は
距
離
に
応
じ
て
午
前

７
時
３０
分
～
午
前
１０
時
の
間

Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
前
市
民
広
場
集
合

５
㎞
、
１０
㎞
、
２０
㎞
、
３５
㎞

一
般
＝
１
、
５
０
０
円
（
５

㎞
コ
ー
ス
は
１
、
０
０
０
円
）

中
学
生
＝
８
０
０
円
（
５
㎞

コ
ー
ス
は
５
０
０
円
）

小
学
生
以
下
＝
無
料
（
保
護

者
同
伴
）

３
月
９
日
（
土
）
ま
で

申
し
込
み
方
法
や
当
日
の
集

合
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　同
実
行
委
員
会

☎
０
８
７
７

−

４
５

−

４
４
０
１

２
月
１３
日
（
水
）
～
１５
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

２
月
１２
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

～
東
日
本
大
震
災
を

　
　風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
～

２
月
２８
日
（
木
）

午
後
６
時
３０
分
開
演

豊
浜
中
央
公
民
館

（
豊
浜
支
所
の
西
隣
）

陸
前
高
田
市
の
被
災
松
な
ど

で
製
作
し
た
バ
イ
オ
リ
ン
に

よ
る
演
奏
リ
レ
ー
、
被
災
地

映
像
の
上
映
、
ピ
ア
ノ
演
奏
、

コ
ー
ラ
ス

無
料

観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会

☎
０
９
０

−

３
１
８
９

−

０
０
５
８

　ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る

青
年
期
の
子
ど
も
を
持
つ
親
が

集
ま
り
、
悩
み
や
困
っ
て
い
る

こ
と
を
話
し
合
い
な
が
ら
親
と

し
て
で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

毎
月
第
４
金
曜
日
午
後
１
時

３０
分
～
午
後
３
時

（
事
前
予
約
が
必
要
）

香
川
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
４
階
会
議
室

　香
川
県
ひ
き
こ
も
り
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
ア
ン
ダ
ン
テ

☎
０
８
７

−

８
０
４

−

５
１
１
５

　消
費
者
庁
に
よ
る
と
、
介
護

ベ
ッ
ド
用
手
す
り
（
サ
イ
ド
レ

ー
ル
な
ど
）
に
よ
る
重
傷
・
死

亡
事
故
が
、
平
成
１９
年
度
か
ら

約
５
年
間
で
５８
件
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
死
亡
事
故

は
２９
件
に
も
の
ぼ
り
、
原
因
の

多
く
は
、
利
用
者
の
首
が
手
す

り
の
隙
間
や
ベ
ッ
ド
ボ
ー
ド
と

手
す
り
の
隙
間
に
挟
み
込
ま
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　各
製
造
事
業
者
は
、
事
故
の

危
険
性
が
あ
る
製
品
に
対
し
、

隙
間
を
埋
め
た
り
、
逆
向
き
取

り
付
け
を
防
止
し
た
り
す
る
部

品
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　利
用
者
や
介
護
者
な
ど
は
、

危
険
な
部
分
が
な
い
か
確
認
し
、

隙
間
に
頭
や
首
な
ど
が
入
り
込

む
恐
れ
の
あ
る
製
品
を
使
用
し

て
い
る
場
合
は
、
部
品
を
取
り

付
け
る
な
ど
の
対
策
が
必
要
で

す
。

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２５

−

５
１
３
５

　商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

介
護
ベ
ッ
ド
で
の
事
故

　
　
　
　
　
　
に
注
意

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

「
千
の
音
色
で
つ
な
ぐ
絆
」

ひ
き
こ
も
り
親
の
会

就
農
相
談
窓
口

第
１１
回
讃
岐
う
ど
ん
つ
る
つ
る

　
　
　
　
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク

図書館だよりLibrary News

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

★おはなし会
★古典文学講座

９日（土）　　　14：00〜15：00
16日（土）　　９：30〜11：30

大野原図書館

★おはなし会

★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　丸谷才一　著　　「月とメロン」（文藝春秋）

２日（土）　　　13：30〜14：10
23日（土）　　13：30〜14：10
26日（火）　　11：00〜11：30
15日（金）　　13：30〜

中央図書館

豊浜図書館
２日（土）　　13：30〜14：30

16日（土）　　13：30〜14：00

★工作教室
　新聞でエコバックをつくろう！
★おはなし会
　絵本「じごくのラーメンや」ほか

開運！パワースポット特集

今月のおすすめ本

「板チョコ１枚から作るかわいい
　　　　チョコレートのお菓子」

著：若山曜子 　出版：主婦の友社
バレンタインにいかがですか

ことしは伊勢神宮の式年遷宮の年
元気を与えてくれるパワースポット
の本を集めました

休館日　　中央図書館　　　４・11・18・19・20・25日
　　　　　大野原図書館　　４・11・12・18・25日
　　　　　豊浜図書館　　　４・５・11・18・25日
　中央図書館は19日（火）・20日（水）、大野原図書館は12日（火）、
　豊浜図書館は５日（火）を資料整理のため休館します

図書館マナーアップ
　ひと言メモ

～図書館を気持ちよく　
利用していただくため～

ちょっとの気づかいと小さ
な優しさをお願いします。

　図書館の資料は市民の大切
な財産です。借りた本が破れ
たり、すでに破れていたりし
たときは、セロテープなどで
補修せずに、直接、図書館員
に知らせてください。
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１３日（水）・２７日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　２０日（水）午前１０時～午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年

金事務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　６日（水）

午前１０時～午後３時　市役所本庁地下会議室　街角の

年金相談センター高松の相談員　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　 ８日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原 　１４日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜 

１２日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　１３日（水）午後１時３０分～午後

５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　７日（木）・２１日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ７日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１７日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　　先着各３人　 ６日（水）

午後１時～午後３時　〇司法書士の法律相談　中央公

民館第１講習室　〇保健師のこころの健康相談　社会

福祉センターふれあい相談室

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　１２日（火）・２６日

（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい

相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　 ５日（火）・１９日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 ７日（木）・２１日（木）午前１０時～正

午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　５日（火）

・１９日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　

６日（水）午前１０時～午後４時　観音寺市中央公民館２

階会議室　 就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　　土・日

・祝を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成セ

ンター

行政相談　☎２３−３９１５　　１５日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

所

所

講

講

所

所

所

所

所

所

所

所
所

所

所

数

数

内 対

時

時

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講所
の
取
り
扱
い
に
注
意
す
る
こ
と

で
山
火
事
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
か

け
が
え
の
な
い
貴

重
な
森
林
を
守
る

た
め
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

12
31

火
災

救
急

２
、７
７
４
件

26
件

　

　　
火
災

救
急

　日
本
国
土
の
約
６５
％
は
森
林

で
す
。
森
林
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
源
と
し
て
、
私
た
ち
の
生

活
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　と
こ
ろ
が
、
森
林
は
い
っ
た

ん
火
災
な
ど
で
失
わ
れ
る
と
、

そ
の
大
切
な
機
能
が
回
復
す
る

ま
で
に
、
何
十
年
も
の
年
月
と

多
大
な
コ
ス
ト
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
冬

場
、
森
林
内
に
落
ち
葉
や
枯
れ

草
が
多
く
な
り
、
空
気
の
乾
燥

や
季
節
風
に
よ
る
自
然
条
件
か

ら
、
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
る

こ
と
に
加
え
、
枯
れ
草
焼
き
な

ど
の
不
注
意
に
よ
り
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
　

　私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
火

山
火
事
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

１２月１日～３１日（敬称略）

香典返し

豊浜町和田

三重県四日市市

本 大 町

池之尻町

出 作 町

流 岡 町

観音寺町

合田　清和＝

髙橋　健治＝

田中　充久＝

獅々堀幸男＝

大西ヤスヱ＝

重信　道和＝

大西　康央＝

宝田　博幸＝

山下　春恵＝

㈲ 多 田 組＝

谷井　克敏＝

紀伊　美恵＝

豊浜町和田

大野原町萩原

植 田 町

吉 岡 町

大野原町大野原

一般寄付

チャイルドシート寄付
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18

25

1

8
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今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

63,705 
30,610 

24,149 
33,095  

２月の納税・納付

固定資産税・都市計画税　（４期）
後期高齢者医療保険料　　（８期）

納期限　2月28日（木）
納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ 生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

椀
わん

貸
かし

塚
づか

古墳④（大野原町）観音寺市の
　古墳文化

１月１日現在
外国人を含む

２

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

森内科医院

パール歯科クリニック

こぐま薬局

ケイ・アイ薬局

小林整形外科医院

快生堂くにた調剤薬局

ケイ・アイ薬局

八幡町　 ☎25−7363

南町　　 ☎25−8025

八幡町　 ☎56−0001

豊浜町　 ☎52−1818

柞田町　☎25−7311

柞田町　☎24−1339

豊浜町　☎52−1818

医

医

歯

薬

薬

三野小児科医院

うすき歯科医院

石川薬局

第健調剤薬局

松井病院

豊永歯科クリニック

きづな調剤薬局

快生堂豊浜調剤薬局

吉岡町 　☎25−7788

豊浜町　 ☎52−6150

観音寺町（柳）☎25−3884

豊浜町 　☎56−3477

村黒町　 ☎23−2111

吉岡町　 ☎25−9664

村黒町　 ☎24−4976

豊浜町　 ☎56−3260

医

医

歯

歯

薬

薬

国土外科医院

まなべ歯科医院

姫浜調剤薬局

古川町　 ☎25−0290

豊中町　 ☎62−6480

豊浜町　 ☎52−1733

医

歯

薬

共福

共福

プレママ広場

あぶあぶひろば

保 保 いき

いき

いき

はつらつ会

男性料理教室

健康栄養相談

育児相談

あぶあぶひろば

骨密度測定

のびのび教室

9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 13:00

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

ふれ

ふれ

いき はつらつ会

3 歳児健診

ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

13:30 ～ 16:00

はつらつ会

もぐもぐレッスン
9:00 ～ 11:00

10:00 ～ 11:30

はつらつ会
9:00 ～ 11:00

いき

いき育児相談

ふれあい広場

3 歳児健診

　大野原いきいきセンター

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

  10:00 ～ 13:00

保

保

保 保

保

ふれ

（旧観音寺市 H21 年 7 月生まれ）

ぴよぴよクラブ

男性料理教室

筋力つけんな～教室

  市役所ロビー

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

ぴよぴよクラブ

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30
12:30 ～ 16:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

いき

いき

いき

ふれ

ふれあい広場

1 歳 6 カ月児健診
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

ふれ

ゆう酸素リフレッシュ体操

ぴよぴよクラブ

3 カ月児健診

筋力つけんな〜教室

いき
9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

健康相談

健康栄養相談

ぴよぴよクラブ

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:30

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

いき

いき

10:00 ～ 12:00

10:00 ～ 12:00

あぶあぶひろば

１０カ月児相談いき

いき

10:00 ～ 12:00

13:15 ～ 13:45

保

保

豊福

豊福

豊福ふれ

ふれ

健康栄養相談

ふれあい広場

男性料理教室

のびのび教室

ふれあい広場

さわやか栄養教室

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

伊

（ 旧 観 音 寺 市 H23 年　
　7 月～８月５日生まれ）

（旧観音寺市 H24 年 11月生まれ）
要予約

（大野原町・豊浜町　
H21 年 7 月・8 月生まれ）

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

　平成２１年度に石室入口部分が正式に

発掘調査され、不明だった石室の全長

（１４．７ｍ）や羨
せん

道
どう

部とその入り口を閉

じた閉
へい

塞
そく

石
せき

や閉
へい

塞
そく

土
ど

の状況が明らかに

なりました。この調査で、横穴式石室

墳の埋葬方法に関する貴重な情報を得

ることができました。（次号に続く）

（閉塞石＝石室を閉鎖する積み石や扉石）

▲残存する石室の羨道部入り口

医
歯

薬
保
いき
ふれ

共福休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
常磐総合コミュニティーセンター
伊吹公民館

愛育会行事

豊福

伊
常

愛

（大野原町・豊浜町　
H24年 4 月・5 月生まれ）

保

ぴよぴよクラブ

  茶話会

１０カ月児相談

シニアエアロビクス

いき

いき

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

13:15 ～ 13:45

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市 H24年4月生まれ）

愛 常

豊福

献血

献血


